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－平成28年度事業方針について一

2016年3月に東日本大震災から5年を迎えました。復興の推進や課題の克服に向け、懸命に努力さ

れている会員の皆様に敬意を表したい。今後も宮城県臨床検査技師会は日本臨床衛生検査技師会・北日

本支部、東北臨床検査技師会とも連携し復興支援活動を継続する。

平成28年度事業として、みやぎ医学検査学会を平成28年7月2日（士）フオレスト仙台において大

森副会長を学会長として開催する予定である。学会テーマは「積極人生臨床検査技師一歩前へ！」

奮ってご参加いただきたい。

また、従来から行ってきた学術部研修会、部門別研修会、精度管理事業、会誌の発行などを継続す

る。日臨技が全国的に展開している検査説明・相談のできる技師育成のための研修会、検体採取の講習

会を開催する。このようにチーム医療推進を目指した職域拡大に積極的に取り組みたい。

公益事業としては、2回目となる「検査健康展」を仙台復興記念館にて開催し盛況を博した。従来か

ら行ってきたHIV支援事業として県内保健所におけるHIV迅速検査会への協力、県内自治体や関連団

体主催の健康イベント等への共催を継続的に行っていきたい。

当会は日本臨床衛生検査技師会・北日本支部や東北臨床検査技師会そして宮城県医療整備課、県内

の医療関連団体との緊密な連携のもと、会員や臨床検査に対する学術および職能団体としての役割はも

とより地域医療や県民の健康維持・公衆衛生活動等への貢献を実施していきたい。患者さんのための国

民のための社会の実現に寄与する所存である。そのためには、会員相互の交流を深め、更なる協力・支

援をお願いしたい。

－平成28年度事業計画案について一

【総務部】

1．総務・法規・組織

l)会務の執行体制としては､基本的に現在の7部門（学術部、精度管理部、広報部、総務部、会計部、

公益事業推進部、事務局）で行う。

2）一般社団法人宮城県臨床検査技師会としての公益目的実施事業の遂行と適時適正な規定の見直しに

取り組みたい。

3）平成28年度は役員改選の年なので、速やかに登記の変更手続きを行う。

2．各種表彰

l)青木賞

第48回みやぎ医学検査学会において発表された業績に対し、表彰規程により選考し平成29年度定

時総会にて表彰したい。

2）その他

日臨技を含む各種団体からの推薦依頼に対しそれぞれの推薦要領に従い推薦に努めたい。
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【事務局】

1．事務局運営について

l)日臨技．宮臨技・各関係団体からの情報●案内等を、文書での定期発送のみならず、IIPやメール等
を活用し、会員への周知を迅速に行いたい。

2）学術部門と連携を図り、会員にとって有益な研修会等を企画開催し、宮臨技会員の学術レベルのさ
らなる向上を計りたい。

3）公益事業部と連携を図り、I1臨技主催『検査と健康展」を企i卿開催し、臨床検査技師の知ｲ,度I向|上
や定期健康診断の必要性の啓蒙を計りたい。

4）検体採取弊に関する厚生労働省指定講習会について、開催情報をIIP等で告知し、宮|臨技会負のみ
ならず県内の検査技師すべてが受講されるように努力したい。

5）宮城県臨床械沓協議会、災害メーリングリスト等、震災復興における宮臨技の取り組みとして、各
施設．各団体との連携を図り、災害時の検査技師の役割等について協議し、情報共有を計りたい。
Z｡生涯教育研修事業

日臨技総合生涯教育研修委員会と連絡を密にし，会員へ生涯教育研修の必要性と自発的参加を啓発
する‘，日臨技では認定センターにおいて認定臨床化学●免疫化学精度保証管理検査技師制度や認定;L，
竃検査技師日臨技認定や認定病理検査技師などの各種認定事業を勧めている。これらの認定試験では、
受験資格として日臨技生涯教育研修制度を修了していることが必須となっている。そのため、多くの
研修会に参加している会員の為にも宮臨技研修会はもとより、他団体主催の各種研修会に参加した際
の自己申告にも適時対応していき、認定試験を受けやすい環境整備に努め、さらに‘腐臨技会員のレベ
ルアップに貢献していきたい。

3．平成28年度の各種会議開催

l)総会

平成28年度定時総会1回

平成28年度臨時総会必要に応じて

2）理事会

年6回開催予定（原則として隔月）

3）その他三役会議

年1，2回予定（必要に応じて）

【公益事業部】

1．関連団体支援事業

宮城県および仙台市におけるIIIV支援事業や、日本対がん協会主催のピンクリボン運動等に理事の
みならず会員と共に積極的に参画し、各団体との連携を高め、医療の質向tに努めたい。

2．技師会主催事業

平成28年度もH臨技主催“検査と健康展”を開催する。－．般の方に臨床検査を知っていただく貴電
なイベントであることから､健康管理･指導のみならず臨床検査技師という仕事に興味を持っていただ
ける様な企1画にしたい。
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【学術部】（公益目的支出計画事業）

1．みやぎ医学検査学会

第48回みやぎ医学検査学会は大森智子会員（仙台市立病院）を学会長とし、平成28年7月2日（士）
フオレスI､仙台（仙台市）にて開催．企I乢準備、運営への協力．

2．研修会・講習会等

l)昨年度同様、会員のニーズに対応す-るテーマを選び、研修会、講習会の企画、準備、運営を行う”
2）仙台市以外での研修会、講習会を開催する。

3）基礎課程研修会を2回、専門課程研修会各部門2回を目標に開催したい。

4）部門戦虫の研修会のみならず、複数部門の連携による合同研修会の開催｡
5）実習形式の研修会の企画、開催を目指す。

6）第3回検査説明・相談ができる技師育成のための研修会を開催予定。

7）共催研修会への協力。

3．学術部門（検査研究部門体制）について

平成28年度も27年度と同様に会員に有益な学術的情報を発信するために、部門体制を変更、部IIW
内活動の充実と関連部Pflとの連携をより---層強化したい。

l)遺伝子検査部門を新設する。

2）研修会予定、報告のホームベージヘの迅速な掲載をおこない情報を会員へ発信していく。
3）精度管理事業への支援体制の推進。

4）検査健康展など公益事業への協ﾉ〕｡

【精度管理部】（公益目的支出計画事業）

1．精度管理事業

平成24年度から宮臨技精度脅理調査はII1臨技澗堂管理事業データ標準化システムJAMTQCjの運用
を開始した。5年|ヨとなる平成28年度もこのWebシステムを使用継続して精度管理調査を実施したい,、
l)実施項『|は昨年|司様、|11臨技糖度保証施設認証制度対象項目を全て満たしたい。

2）実施日程は下記のように行なうこととしたい、

7月：案内郵送後に、Web参加申し込み開始

lO月：試料および要綱（設問）発送

ll月：模範解答のホームページ公開、施設別報告書(Web)の解禁

12月：宮城県管轆登録衛生検査所に対する最終報告書を宮城県に送付

2月：全体報告書の発行、送付

3月：精度管理調査報告会（又は糖度管理研修会）の開催

2．データ標準化

「日臨技精度管理事業データ標準化システムJAWITQC」の運用を開始した．このシステムを使用した
解析方法、評価方法の宮城県の適合性について常に再検討を行ないながら運用したい。設問の難易度
についても、学術部と常に検討したい．昨年度は、一般検査フォトサーベイにおいて総合評価を採用
した。今年度は他部門の総合評価導入も視野に入れ検討したい｡
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3．精度保証施設認証

平成23年度から宮臨技精度管理調査の項目数は、糖度保証施設認証制度の基準を満たしたので、「一

般施設認証」を行うことが可能となった。

自施設の精度保証、データの信頼性の裏付けともなるので、精度保証に対する会員認識を高め、施

設認証を受けるメリットについても再考してもらい、新規申請する施設を増やしていきたい。

平成26年度から日臨技に直接側'請することとなった。詳しくはホームページを参照願いたい。

【広報部】

1．会誌発行事業

「ニュースみやぎ」では、総会、理事会、技師会活動等の情報提供を目的とし、年2回の定期的な発

行を行ないたい。

2．ホームページ維持・更新

更新作業は業者に委託することにより迅速に行い、ホームベージの内容を充実させることで会員へ

の情報提供を行っていきたい。

【会計部】

1．会員管理

未議録の方や企業への呼びかけを行い、正会員および賛助会員の増加を図りたい。

2．会計処理

平成28年度実施予定業務の内容

理事、各委員の方たちの協力を得て、迅速な会計処理に努めていきたい。また、会費収入と事業支

出のバランスの適正化を図り、長期的に安定した法人経営になるよう会計として努力していきたい”
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